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バイオエタノールは、トウモロコシやサト
ウキビなどの食料から作られる物である。

人が普段は食べない学校のドングリを用い
てバイオエタノールをつくることができれ
ば、食料を無駄にしないだけでなく、資源
の有効活用もでき、持続可能な社会に貢献
できると思った。

動機



• 通常ならば廃棄されてしまうドングリがバイオエタノール

の原料となりうるのかを調べる。

• 精製したバイオエタノールは燃料として有効な活用ができ

るのかどうかを調べる。

• ドングリは炭水化物（糖）多くを含むので、バイオエタ

ノールの精製は十分可能である。

• ドングリに含まれる炭水化物（糖）の割合は、種類により

異なるため、アルコールの度数も同様に異なるのではない

か。

目的

仮説



ビーカーに米麹７５ｇ、水９０ｍｌ、酵母０．２ｇ

をいれ、毎日攪拌。

⇒恒温器(設定温度３５℃)に７日間保管した。

１．一次仕込み

２．二次仕込み
①水２１４ｍｌと団栗(湿重量で７３．０７ｇ)を加え、

よくかき混ぜた。

②これを恒温器(設定温度３５℃)で７日間保管し、

その間毎日攪拌した。

※団栗には以下の三種類を用意した。

⒜ ,マテバシイ ⒝、スダジイ ⒞、シラカシ

実験方法

ミルで細かく砕いた図



二次仕込みでできた液体を網ネットで別のビーカーへ濾した

後、布で再度ろ過し、ろ液を得た。アルコール濃度屈折計を

用いて、ろ液のアルコール濃度を測定した。

ろ液を４０分間蒸留し、蒸留液のアル

コール濃度を測定した。

３．アルコール濃度測定

４．蒸留

実験方法

※この実験を3回行った。
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団栗からのろ液の収量（ｇ）

(g) 1回目 2回目 3回目

マテバシイ 6.9 4.4 3.0

スダジイ 6.2 3.3 3.6

シラカシ 2.7 4.0 2.5

結果②



マテバシイ、スダジイのアルコール濃度はそれぞれ２２％、２３％と
近い値になっているが、シラカシのみ３５％と非常に高い値になってい
る。

⇒仮説では、糖分量とアルコール濃度は比例関係にあると考えた。
しかし、糖分量に比例関係は見られなかった。

⇒成分表を見ると、シラカシ
のみタンニンの量が多い。
⇒団栗に含まれる加水分解性
タンニンは、タンニン酸や糖
に分解される。
つまり、タンニンを多く含む
シラカシが最終的には糖分量
が一番多くなるのではないか?

考察
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•糖、デンプンを含んでいる団栗からバイオエタノールを

精製できる。

•精製したバイオエタノールは70パーセント程度の濃度であっ

た。火が付き、燃料として活用できた。

•糖分の量とアルコール濃度に比例関係はみとめられな

かった。

結論



今後の展望

•アルコール濃度の違いはタンニンの含有量に関
わっていると考えられる。そのため、タンニンの
みを抽出した場合のアルコール濃度について研究
する。

•一本の木からとれる団栗の量を調べ、校内の団栗
から精製できるバイオエタノールの量を求めたい。

•社会貢献ができるかどうか、どのくらいのコスト
で作り出せるのか計算し、今後の使い道を考えて
いく。


